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29. 骨関節結核の手術成績	 〔袋] 橋本鎖爾
相決八郎，野中陽二く国立:千集病院外科〉	 
最低血圧は第5点を限ってしる。
〔質問〕 柳沢和j審:機〈公衆衛生〉
19例の骨関節結核に就き，樹j町内な化学療法下に 最長寿者のl脅好品，ことに絹と甘味に対する関係
主として非定型的骨関節切除術を施行し良好な結巣 を御知らせ下さい。私が税塙県下で調査しますと，
を得む特に羽拭に関しガ【ゼタシポン充~は治癒 測と長寿とは関係なく，長寿者は比較的甘味を好む
期間が長・矧にJiる惑を認め，原則としてー次総合し
制小ゴム管本を挿入して術後沈機及び抗生物質注入
を行い問腕の抗生物質・瀧皮を高濃度に維持し併せて 
局所の獄圧を図る方法を採用し良好な結果を得てい
る。
更にレ跡直接拡大搬影法を行い術後骨梁を追求す
る事に依って小範囲の病巣扱腿のみで残余の小病巣
は治癒し得.るま~を確認した。即ち脊縦カリコ二ス剖検
標本につき，拡大レ線像と組織像との関係を検討し
それがほど}致することよりレ線高按拡大撮影法に
依る骨梁の泊求が可能なことを知り，それを臨JI木的
に応用したもので味。搬影法に依り他民より容易に診
断を下し得且つ手術監決定，術後経過観察に極めて
優秀なることを論じた。 
30. 健康畏構着の生傷
橋~・鎚首l~. 橋本主主平〈公開耳毛糸病1\'Aí)
長、対に関しては本邦に於し、ても帯i学者により多数
の業績が発表されてし品。 
然し長寿のみでは一帯IJ~憾あってよ支の王思想は健康!
長苅にあると云うことは云うまでもなし、。 
nH和29年 9月私の開業地!隣川!日J地区で保健所員医
師会員協力の下で地区・長弱者コシタ戸;t..が行われ
た。
此の際問地区住民約 5万内75才以上の長・悲者1164
名〈明425，女737)その内 466名の出席を仰.たので
私は共の内の{健康と認めた者51名 (25男，女26)に
就いて鹿児関係及び共の仙の格検脊を行¥"，岡崎;に
心臓Xの線'写真を取った他に53名〈掲28，女25)の
健康長寿者を選出レ心臓写真は取らないが同様の検
索を行った。
之れ等合計 104名の長滞者は私の年来の知人であ
る。
兎に角一小研紫に過ぎないが，今後の長寿者研究
の一助ともなれば率と思い，絃に健康長寿者生態の
第 1報として報告する。
〔質問コ	 福間鱒郎
最低血圧はSwan何点でお測りになりましたか。
血圧比はこの点のとり方で速いますので
者に多くなりました。
〔答ユ ‘ 橋本;錨爾
I啓好品については!時間がなく話せなかった酒に付
いては今のJYi特別の関係なく気持が好い緯度に容ん
で構はない。 
31. 耳下腺雌潟
北村主主，石浦純一，勝l溜三良I~
〈耳鼻咽l快科〉
大原武勝，布胞良三
昭和28，29年の両年に18例の耳下腺蹄癒を絡験し
た。このうち13例について，顔蘭神経を保存して蹄
筋の金摘を試みた。この術式は額商神能主幹を発見
し，これを腺内に追求し，線と服脇をー塊として摘
出するものである。但し，腺の全摘を試みたものは 
4例，現金摘が9例である。この成績から耳下腺!国
協も出来るだけ平く榔[:Hすることが，l毅閣の~~醇を
少くし，顔商締結の琳締を防ぐ最良の方法であると
結論した。
32. 癌のポーラログラフ的研虫〈第 3報〉
懇見喜一日I~ (殻.見研究所〉
大脅棋俊士(溺と光会病院〉
我々 は， n併 127，年 5)gより， 29年11月海の約2年
半に， 374 7 例のポ{ラログラフ法〈アルカリ~
性筋1法〉による血滞蛋白波測定を行い，これと臨
~'*症状との関係を観娯した。血消・ポーラロ鯨. EI:s'r. 
蛋白針による血檎総蛋白1:・チゼリウス常気泳動分
析訟による骨消輩出勝測定を同時:に行った 580例
に就いてみると， ~般に王者の数値の相関は必ずし
も商くなかったが，軍症例では，ポ戸ラ・ロ仰の低
下，総頚自置の減少， A/G比の低下が多数にみら
れた。 
3~. TPTによ各組織脱械器醇濃の観婦
御間生峰三，戸沢澄ぐ産婦人科〉
コハグ酸脱水素鮮繋は生活細胞の呼駿過程に軍事き
な意識をもっ。苦々はさきに TPTによる子宮痛の
診断につき報告したが，さらにその還元皐色性によ
り組織のコハク駿脱水素酵素の測定を試みた。被験
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材料を鱒:伸し，それに'l'PT液，燐酸総樹液，コハ し，腎機能不全に於いては，腎央質の正燐は血媛正 
!I敵ソーダを加え，針。C60分にして生じた form- 鱗!との急速なる p32交換平衡に達し得ず，従って綜
azanをアセト yで・抽出して光管比色計〈干渉フィ 訟休穂波が腎実質を通過する際，腎実質に p3l.lが失
われ， 尿 sp.ac.が血媛 sp.ac.より低下すると考ルター470m(J-)で測定する。対照にはヨハグ酸の代
りに生理的食塩Jkを用いた。この実験の結果， 。えられた。 
formazanのアセトンによる倍数稀釈と吸光度との
聞には原点を通る直線グラフが得られた。のこの
際索の蛮適 pHは 7.6附近である。め酵素活性皮
>>氷室rl=1でも 4時・間以後は漸減する。 4)被検材料
の腕仰には小乳鉢による方法が最もよい結架を示し
た。 5)正常白鼠臓繰では，心t 碍，肝に高く，患I
丸，卵巣これに次ぎ，子宮，大網膜などは低L、e 
6)人紙毛(17:例〉は正常留筋閣，卵管のそれより
も明らかに高く，子宮描i(19例〉では更にi高い値を
示した。また吉田肉胞により j題爆を形成した白鼠大
網膜は正常のそれの数倍に越した。 
34. 	 p32を応用せる腎機能検査法
中島博徳，禅問i誕之
〈小児科〉
有背徹，佐々木宵三 
p32を生体に静注すると，一定時間後に於ける尿
現!(機燐 p32specific activity (以下旬.ac.とI序ぶ〉
即ち p32/p31は血竣無機燐のそれより高官官を示すと
云う司f摂より， Stromは斑に腎炎，.!J!酪児，一部
の糖尿病に於いて，これが迫にf民館を示すことを認 
めた。苦々は正常兇，乳児，急性腎炎，その仙の際
疾迎に本検査を施行し， p32静除後15--24分附州の
機修曲線を聞くと，正常児，ネグローゼ， 1鮒生{句健1
35. 	 p32に依毎食遁癌診断及び食道カウシ夕日

に続いて

大滋主主，大池稿 IJ~(:j t 武藤滋，
関!lIf康男，事r引ユ洋太郎，長崎〈中山外科〉
進，繊石光夫
消化管:脳陣の根治は現段階に於いては早期手術に
よってのみ期し得.られるのであるが，その早期発見
は食道癌特に下部食道i噴門痛に於レては難かしいの
である。この間.搬を打開すベ〈教癒に於いては幾多
の研究を議ねてきたが主主に巾 1教授御考擦になる食
道カウ νターを作製部剤し， p3l.lに依る食道筋診断
に興 1未ある結果を得た。食道カウ yターの特徴は I
型は20平方ミリの窓から小純閤の病~を測定するも
のであり， n~船主，鼻腔ゾ yデ大の梁軟なもので，
忠者の苦痛とはならないよう工夫してある。
基礎~13句研究に於いては，カウ Y ト数， ラチ'オ，オ
{トグラフ，燐分腐測定に依り嫡古1~1立が非嫡部般に
比し t p:l2の多いことを奨祝した。臨床的には胸部
jニ中部食道締11例，下部食道関門:脳 8例に就し、て測
結を行い.企例明らかなH!述を認め診斯し符.た。又
食道神経症， Il}.\\門症~及ひ'圧迫性食道狭窄等は容易
に鍬別し得た。
病等では正常iH出曲 
児では逆転1i仮民が3
守内 弘、t箆主)〔質間腎肖炎，乳1|総を閥くのに対対.して，急性 U 毅〈批射射.線 FiD
i1'1tl主剥及克!に急、:当生在制巨凹性1j肖炎が{快史復するに 
従つて工正E't;tJ}常 
i端揺とは玉平ド衡し機3格旨検ヨ査笠r伏として有用と考えられた。(事接~J 大 機 津
木検費の機序に関しては，家兎，白鼠に突験的腎炎 始動プラト{は 950Voltage sJl.衡プタトー は約
を起さしめ，勝移行国.，ラヂオオ戸トグラプを検資 150 Volt.でi直線をなしている o 
認恐められ， tu玲吋beの ope町raingvoltageと plateauについ批.t 
